
名簿Nb. 1

神
奈
川
県
漢
詩
連
盟
九
詩
期
会
【
詩
麦
】

（
と
言
絶
句
ー

2021.05.10第1.5版

語註・典故・作詩メモ

・
灼
灼
…
花
が
盛
ん
に
咲
く
さ
ま

・
清
寒
…
さ
え
ざ
え
と
し
た
月
の
光

・
酸
風
…
肌
寒
い
風
、
身
に
し
み
る
風

・
臥
牛
山
…
函
館
山
の
異
称

●

巳
港
…
函
館
の
雅
称

結句

滿
枝
灼
灼
似
開
顔

●

○

●

●

●

○

◎

転句

仰
首
清
寒
在
花
裏

●

●

○

○

●

○

●

承句

吹
頬
酸
風
落
日
閑

●

●

○

○

●

●

◎

起句

来
追
春
色
臥
牛
山

○

○

○

●

●

○

◎

詩
題

訪
巴
港
月
下
観
櫻
一

剛
韻

読 み 下 し 文

ま
ん
し
満
枝

し
ゃ
く
し
ゃ
く

灼
々
と
し
て

か
い
が
ん
ご
と

開
顔
す
る
が
似
し

ぎ
よ
う
し
ゆ

仰
首
す
れ
ば

墓
か
り
あ

花
裏
に
在
り

梅
く
聡
嫌
舞
即
郷
な
り

ほ
ほ頬

を
刻
倒
慨
昏
鵜
た
り
ぜ
う
鯲
墹
脇

嘩
溝
を
識
ね
態
下
に
榊
牒
す

作
詩
日

平
灰
式

今
和
丘
年
且
月
八
日

平
起
式

名
前

牛
山
知
彦

その他のメモ

浴
び
る
桜
花
は
喜
ん
で
い
る
よ
う
に
見
え
た
。

そ
の
よ
う
な
状
況
で
夜
桜
見
物
客
は
疎
ら
だ
っ
た
が
、
月
光
を

な
ら
で
は
。
函
館
山
で
は
強
風
も
吹
い
て
一
層
冷
え
込
ん
で
い
た
。

日
中
は
暖
か
い
日
差
し
だ
っ
た
が
、
朝
晩
の
冷
え
込
み
は
北
海
道

目
的
地
を
北
海
道
（
函
館
・
登
別
・
小
樽
・
札
幌
）
に
変
叉
し
た
。

四
月
末
に
東
北
の
桜
見
物
を
考
え
て
い
た
が
、
急
速
キ
ャ
ン
セ
ル
◎

今
年
の
桜
は
例
年
に
な
く
早
く
開
花
・
満
開
と
な
っ
た
0
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白文

結句 批正 転句
q

q 此正
ー

承句 批正 起句 批正 詩題 ＃征

東
皇
齋
到
樂
無
窮

○
○
○
●
●
○
○

月
下
櫻
花
方
燭
漫

●
●
○
○
○
●
●

雅
客
瓊
筵
醒
酔
中

●
●
○
○
●
●
○

晩
春
都
府
景
融
融

●
○
○
●
●
○
○

月
下
観
櫻

書き下し

東
皇
賀
し
到
る
楽
窮
へ
し
鉦

月
下
の
桜
花
方
に
燭
漫

雅
客
の
瓊
筵
醒
酔
の
中

晩
春
の
都
府
景
融
々

月
下
観
桜



三
起句 ’皓句 転句 承句

詩
題

雨●’
’

】

今○ 携○十・
－■－－

’

宵○ 餘○ 酒●里●
五
月
課
題
詩

月
下
観
櫻

、
刀
一
科
一
月
一
柾
一
選

０
８
８
１
１
１
１
Ｉ
Ｈ
Ｉ
Ⅱ
１
１
■
１
日
Ｉ
Ⅱ
ｌ
Ⅱ
０
日
１
１
Ⅱ
１
１
１
１
Ⅱ
■
■
０
１
０
１
１
０
Ⅱ
’
１
０
０
１
０
０
８
日
■
１
０
６
０
日
０
■
０
１
１
１
１
３
■
■
■
０
■
０
０
０
０
■
■
■
。
■
■
１
１
０
１
．
■
１
０
１
１
１
１
１
０
０
０
０
０
０
Ⅱ
ｄ
１
Ｊ
ｐ
Ⅱ
ｄ
１
４
Ⅱ
■
１
０
１
４
４
】
ｑ
０
ｄ
１
ｉ
ｍ
Ⅱ
４
．
■
ｐ
８
１

江

畔

月

相

随

探○堤○ 縦。 ○

春○。櫻○ 飲・

花○ 須○ 。 信・

（
七
言
絶
句
）

忘○ 歩。綻・ ○
支
韻’

老．’時。 。 之。

その他のメモ

輪
溌
鵬
燃
し
て
鶴
ら
く
ぞ
い
を
織
る
る
べ
‐

十
里

さ
け
た
ず
さ

琴
じ
ゆ
う
り

酒
を
携
え

旬

つ
き
か
月
下
に
湾
を
蹴
る

の
泌
峨
彫

膳
瀧

譲
を
擁
り
て
聯
に
艤
せ
て
超
く

花甚

繕
つ

」
め
い

熾
目才

－

あや

△功

時
、

7
と
き

－

作
詩
日

平
灰
式

令
五
・
五
提
出

名
前

岡
嶋
宣
昭



名簿恥 4

神
奈
川
県
漢
詩
連
盟
九
詩
期
会
【
詩
菱
】

（
七
言
絶
句
）

2021.07.19第1.5版

誇註・典故・作詩メモ

結
句
を
作
り
ま
し
た
◎

李
白
の
「
月
下
独
酌
一
の
一
句
「
行
楽
須
及
春
一
を
参
考
に
し
て

在
生
・
・
・
こ
の
世
に
生
き
る
「
漢
詩
創
作ー

彩
雲
親
・
・
百
花
親
「
詩
語
集
成
・
川
田
瑞
穂
鎬
一
を
参
考

彩
雲
・
・
・
群
が
り
美
く
花
「
漢
詩
創
作
一

錯句

風
暖
行
遊
当
及
春

○

●

○

○

○

●

◎

転句

花
期
在
世
不
長
満

○

○

●

●

●

○

●

永句

華
麗
桜
樹
彩
雲
親

●

○

○

●

●

○

◎

起句

月
下
寺
庭
香
逼
人

●

●

●

○

○

●

◎

詩
題

月
下
観
櫻

真
韻

鈍 み 下 し 文

風
暖
か
く
行
遊
当
に
春
に
及
ぶ
べ
し

か
ぜ
あ
た
た
こ
う
ゆ
う
き
さ
は
る
お
よ

花
期
も
在
世
も
長
く
満
た
ざ
る
に

か
き
住
が

ざ
い
せ
い
み

華
麗
な
る
櫻
樹
彩
雲
に
親
し
む

か
れ
い
お
う
じ
ゆ
さ
い
う
ん
し
た

月
下
の
寺
庭
に
て
香
人
に
逼
ろ

げ
っ
b力

じ
て
い
こ
う
じ
ん
せ
ま

月
下
観
櫻

作
詩
日

平
灰
式

令
和
五
年
五
月

灰
起
式

名
前

高
橋
幸
雄

その他のメモ



5名簿恥

起句承句転句鰭句誇註・典故・作詩メモ

詩
題

神
奈
川
県
漢
詩
連
盟
九
詩
期
会
【
詩
隻
】

春
宵
。
、
春
の
夜
・
宵

春○素。即・ 櫻○

月
下
観
桜

宵○月。樹。今○

静。凄○遥○ 紅○

凄○ 識。絶○壁。

猫。水。浄・俗。

（
七
言
絶
句

幽○不・光○塵○ 魚
韻

居◎如。映●疎。
ー

読 み 下 し 文
その他のメモ

鯵

げ
っ
か

月
下

そ
げ
つ

葦
月

職
側
榔
の
鰄
瀞

騨
瀞
と
猫
も
好
か
ず

鱗
伽
潅
に
燃
ず

作
詩
日

平
灰
式

Ｒ
５
↑
４
．
１
６

平
起
式

名
前

武
田
一
郎



7名簿Nb

’ 起句語註・典故・作詩メモ 捨句 転句 承句

詩
題

神
奈
川
県
漢
詩
連
盟
九
詩
期
会
【
詩
隻
】

| |｡|
樹

○
深
院

ユル

月深 ｲと篤
宇
・

輪 月
下
観
桜

依| 庁院
奥
深
く
に
あ
る
中
庭

の
き
』
、Ｉ

震’ 寂 梢ひ
さ
し

’

宇| 研 咬 口蓼 頭

１

１

１

１舞賦 淀誰
－一

（
七
言
絶
句
）

共 閑
。

、

ノ幽
先
韻

今

賞篇 鉄

’

天j、、、

｜
平
灰
式
一
平
起
式
一
名
前
一

平
灰
式

平
起
式

名
前

一
作
詩
日
一

作
詩
日

読 み 下 文し
その他のメモ

I

溌
臓
餓
簔
識
と
鐸
に
鎌
せ
ん

か
へ
ん
１
』
な
－
コ
ま

舞
蕊
瀞
と
し
て
舞
う

花
序
梢

輪
咬
々
閑
天
に
淀
ぶ

月ひ
と
、
元
灸
う
ゆ
う
へ
ん

依
り
、
幽
篇
を
隣
す

独
り
湊
宇
に

肘
和
郷
縛

今
和
五
年
四
月
十
八
日

、

ご
『

Ｉ
Ｉ
１
Ｉ
Ｉ
ｌ
Ｉ 0

平
賀
康
雄

’

’
1

１
１

－



8

神
奈
川
県
漢
詩
達
盟
九
詩
期
会
【
詩
隻
】

（
七
言
絶
句
）

口 1 口
蹴

鼻。 月
下
義
櫻
酒

2021.07.19第1.5版

結句

春
風
捲
起
小
青
旗

○

○

●

●

●

○

◎

転句

仰
見
遠
山
烟
月
上

●

●

●

○

○

●

●

承句

満
路
櫻
雲
忘
歩
移

●

●

○

○

●

●

◎

起句

夕
陽
雨
後
照
花
枝

●

○

●

●

●

○

◎

詩
題

月
下
観
櫻
酒
一
危

支

、

誇註・典故・作詩メモ

乍
寄
日

平
灰
式

今
和
石
年
西
目
九
日

平
起
式

名
前

その他のメモ



蝿1名簿Nb.

神
奈
川
県
漢
詩
連
盟
九
詩
期
会
【
詩
隻
】

（
七
言
絶
句
…

2018.03.10第1.4版

そののメモ

姑句

婚 ○

転句

煮 ●

承句

葛 ●

起句

芳 ○

詩
題

容 ○

臨 ●

水 ●

更 ●

清 ○

奇 ◎

月 ●

脱 ●

雲 ○

斜 ○

射 ●

虎 ●

票 ●

櫻 ○

○花

己 ●

満 ●

肢 ◎

春 ○

行 ○

楽 ●

募 ●

陰 ○

時 ◎

月
下
看
櫻

支
韻

読 み 下 し 文

橘
に
際
み
て
難
に
瀞
守
た
り

会
、
よ
・
？
よ
う

婚
容

そ
げ
つ
く
も
な
な
さ
と
こ
ろ

勝
し
て
斜
め
に
射
す
虎

素
月
雲
を

ま
ん
だ
お
う
か

万
朶
の
桜
花

己を
に

一

ーI
つ
つ
み

陵

に
み満

つ

携
議
の
椛
無
鎌
騨
の
蟻

げ
っ
か

月

さ
く
ら
み

下
桜
を
看
る

語註・典故・作詩メモ

作
詩
日

平
灰
式

令
和
５
年
４
月

平
起
式

名
前

松
本
祐
輔



10名簿恥

神
奈
川
県
漢
詩
連
盟
九
詩
期
会
【
詩
麦
】

へ

七

言
絶
句
ー

結句

花
唇
伴
月
静
淵
流

○

○

’
●

’

●

●

○

｜
ﾛ

◎

転句

●

○

一

’

’

○
’
○’
一

■■■■■■■■■■■

|

岸
櫻
華
誇
萬
朶

●

承句

酔
趣
清
風
過
小
舟

●
｜
●
’
○
’
○
｜
●
｜
●
｜
◎

■■■■■■■■■■■

■■■■■■■■■■■

－

■■■■■■■■■■■

■■■■■■■■■■■

■■■■■■■■■■■

起句

○

●

ﾛ■■■■■■■■■■

一
一
口
『’
－

■■■■■■■■■■■

|◎

宵
漫
歩
大
川
頭

○

詩
題

月
下
観
櫻

尤
韻

読 み 下 し 文

カ
シ
ン
ツ
キ
ト
モ
ナ
セ
イ
エ
ン
ナ
ガ

花
唇
月
を
伴
う
静
淵
の
流
れ

リ
ョ
ウ
ガ
ン
オ
ウ
カ
パ
ン
ダ
ホ
コ

両
岸
の
桜
華
萬
朶
を
り
誇

ス
イ
シ
ュ
セ
イ
フ
ウ
シ
ョ

酔
趣
清
風
小

命
〃
・
ソ

掌
舟
過
る

シ
ユ
ン
シ
ョ
ウ
ソ
ゾ
ア
ユ
オ
オ
カ
ワ
ホ
ト
リ

春
宵
浸
る
に
歩
む
大
川
の
頭

ゲ
ッ
カ
カ
ン
オ
ウ

月
下
観
櫻

語註・典故・作詩メモ

作
詩
日

平
灰
式

令
和
五
年
五
月
十
日

灰
起
式

名
前

三
浦
昭
二

その他のメモ



名簿No. 11

語註・典汝・作詩メモ 結句 転句 承句 起句

詩
題

神
奈
川
県
漢
詩
連
盟
九
詩
期
会
【
詩
麦
〕

鶏稟 花○天○ 万・ 社。

多
く
の
枝

月
下
看
櫻

ハ
ラ
ハ
ラ
落
ち
る

弁。 朶・ 庭○明○

桜○ 老・如○ 罪○

勇。 索○ 開○ 樹。
、

、

イ

春。覚・ 吹○ 月。

（
七
言
絶
句
）

詩○
一
白
》雪。 光○●

庚
韻

情。 盛。似・ 盈。

読 み 下 丈し
そのｲ也のメモ

花
弁
兼
黍
吹
雪
に
似
た
り

ば
ん
だ天

明
に
湧
く
が
如
く
詩
情
を
覚
え
る

か
ぺ
ん
ひ
ひ
ふ
ぶ
き

万
朶
に
桜
開
き

社
庭
の
老
樹
に
月
光
盛
ん
な
り

て
ん
め
い
わ

し
や
て
い
ろ
う
じ
ゅ
げ
つ
こ
う
さ
か

げ
っ
か
か
ん
お
う

月
下
看
櫻

さ
く
ら
ひ
ら

Ｉ
レ
ト
小
、
？
’
し
卜
一
・
？

ご
と
し
じ
よ
う
お
ぽ

熱
雷
に
麹

に

作
詩
日

平
灰
式

令
和
五
年
五
月
と
日

平
起
式

名
前

森
呑
正
彦



12名簿No

神
奈
川
県
漢
詩
連
盟
九
詩
期
会
ｰ

詩
菱
】

（
七
言
絶
句
）

、

秒
恭

語註・典故・作詩メモ

季
春
Ｉ
‐
三
月
ご
ろ
。
晩
春

ｌ

ｌ

１

１

Ｉ

ｌ

‐

１

日

ｌ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

Ｊ

Ｌ

Ｉ

Ⅱ

０

町

１

１

４

４

１

Ｊ

Ｊ

ｌ

１

１

ｊ

１

Ｉ

１

ｄ

ｈ

！

■

・

Ｊ

１

：

β

１

Ⅱ

１

．

１

Ｆ

■

・

Ｉ

Ⅱ

Ｉ

ｌ

ｇ

ｌ

ｆ

１

Ｉ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

ｌ

Ｉ

ｐ

０

ｆ

ｈ

４

；

ｌ

Ｉ

Ｌ

１

‐

ｊ

ｌ

Ｌ

Ｉ

ト

ワ

ー

ト

‐

ｌ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

ｈ

Ｄ

ｆ

１

Ｉ

ｌ

ｌ

ｌ

６

Ｉ

ｌ

Ｉ

Ｉ

‐

和
気
一
団
－
－
あ
た
り
を
包
む
や
わ
ら
か
い
雰
囲
気

花
信
風
１
１
開
花
を
知
ら
せ
る
風

沖
融
ｌ
ｌ
だ
ん
だ
ん
や
わ
ら
ぐ

幾
巻
１
１
幾
た
び

鰭句

和
気
一
園
吾
悦
窮

○

●

●

●

○

●

◎

転句

今
宵
月
彩
櫻
争
發

○

○

●

●

○

○

●

承句

季
春
金
港
漸
沖
融

●

○

○

●

●

○

◎

起句

吹
到
幾
番
華
信
風

○

●

●

○

○

○

◎

詩
題

月
下
観
櫻

東
韻

読 み 下 し 文

秘
気
式
離
割
の
慥
〕

聾
、■

わ

び
窮
ま
る

鏡
静
郎
緋
憐
簔
い
て
鍔

き
し
ゅ
ん
こ
う
よ
う
や
ち
ゅ
今
ゆ
う

銭
港
漸
く
沖
融
す

季
春
の

｜
｜
↑

I
｜
’

’

I

ふ
い
た
い
く
ば
ん
か

吹
き
到
る
幾
番
花

し
ん
ふ
う

信
風

’

げ
っ
か
お
う
蹴
桜

月
下

作
詩
日

乎
灰
式

令
和
五
年
五
月

灰
起
式

名
前

諸
星
暢
義

その他のメモ

香
雪
－
１
花
吹
雪

ｌ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
１
ｌ
Ｉ
ｆ
ト
ｌ
Ｉ
ト
ー
１
１
‐
‐
ｌ
ｌ
ｌ
１
ｌ
ｉ
Ⅱ
ｌ
１
ｆ
Ｐ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
日
ｌ
Ｉ
ｌ
０
ｌ
４
ｉ
Ｉ
Ｉ
ｌ
Ｉ
Ｉ
１
１
ｌ
↓
ｌ
Ｉ
Ｉ
ｌ
Ｉ
ｌ
Ｉ
ｌ
ｆ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｉ
ｌ
ｐ
Ｉ
ｒ
Ｉ
Ｉ
ｌ
ｌ
Ｉ
Ｉ
ｌ
Ｉ
４
Ｉ
ｌ
ｌ
Ｉ
ｌ
Ⅱ
ｌ
ｑ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
守
ｌ
■
ｉ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
Ｉ
ｊ
■
’
０
１
１
４
１
１
１
■

錯
句
Ｉ
ｌ
和
気
一
団
無
悦
窮
が
良
い
か

承
句
１
１
仲
春
金
港
漸
沖
融
が
良
い
か

鰭
句
－
－
番
雪
一
團
無
悦
窮
が
良
い
か



名簿No. 13

神
奈
川
県
漢
詩
連
盟
九
詩
期
会
【
詩
麦
】

（
七
言
絶
句
…
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結句

○
○
●
●
●
○
◎

唯
懐
老
獺
送
残
年

転句

●
：
●
○
○
○
●
●

濁
酌
杯
中
浮
一
片

承句

●
●
○
○
●
●
◎

溺
嫡
櫻
花

院
前

起句

○
○
●
●
●
○
◎

織
繊
春
月
薄
寒
天

詩
題

月
下
観
櫻

先
韻

た
だ
お
も
ろ
う
ら
ん
ざ
ん
ね
ん
お
く

准
懐
ふ
、
老
獺
に
残
年
を
送
ろ
を
。

ど
く
し
や
く
は
い
ち
ゅ
う
い
つ
ぺ
ん
う

独
酌
の
杯
中
一
片
を
浮
か
べ
、

じ
ょ
う
じ
ょ
う
お
う
か
い
ん
ぜ
ん
ひ
ら

溺
々
た
る
桜
花
院
前
に

発
〈
0

せ
ん
せ
ん
し
ゅ
ん
げ
つ
は
つ
か
ん
て
ん

繊
々
た
る
春
月
薄
寒
の
天
、

げ
っ
か
か
ん
お
う

月
下
観
桜

語註・典放・作詩メモ

‘

○
残
年
老
人
の
残
り
少
な
い
寿
命
。

○
老
獺
年
老
い
て
物
事
を
す
る
こ
と
が
お
っ
く
う
で
あ
る
こ
と

○
院
前
院
は
か
こ
い
に
囲
ま
れ
た
中
庭
。
こ
こ
で
は
庭
前
の
つ
も
り

内

○
搦
々
な
よ
な
よ
と
し
な
や
か
な
さ
ま

○
繊
々
細
長
く
て
す
る
ど
く
と
が
っ
た
さ
ま
◎

作
詩
日

平
灰
式

２
０
２
３
年
５
月
１
０
日

平
起
式

名
前

山
ロ
幸
雄

その他のメモ

思
う
の
は
た
だ
、
む
な
し
く
過
ご
す
老
残
の
身
の
こ
と
ば
か
り
。

一
人
飲
む
杯
に
花
び
ら
を
一
片
浮
か
べ
て
み
た
が
、

た
お
や
か
な
桜
が
中
庭
に
咲
き
始
め
た
。

鉤
い
三
日
月
が
ま
だ
寒
い
春
の
夜
空
に
浮
か
び
、


